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あらまし 指数量み係数を導入して正則化された
がlJl1i 後小二乗法として， Tikhonov 法としe，，明1berg­
Marquardt法が知られている . Tikhonov j去の適応的
fl￥法はleaky recursive l日出t-squares (LRLS ）アルゴ
リスムであり， 係数ベクトルの更新式にリ ーク項が存
在する． 本論文では， O(N2 ） のLRLSアルゴリズム


















（ここで， 6は ある正定数である）は繰返し回数 kの
鳩加に伴い0となる［ 2], [ 4], [5］. このため， 室内音響
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小二乗法によるRLSアルゴリズムと， 指数重み係数

























しかしながら， 文献［6］では 入をかなり1 に近い
値に設定して各種の実験を行っている． リ ー ク項は
(1一入）に比例するため［ 4], [5］， 文献［6］でリ ーク項の
影響が示されていないのは自然である． 本論文では，
まず， 文献［14］の手法を採用し， かつ， 推定される係
数 の精度をほぼ保持したままO(N2 ）で， すなわち，
標準的なRLSアルゴリズムの約2倍の演算量で実現
されるLRLSアルゴリズムを簡潔に紹介する． 次にシ
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